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第４回熊野古道まつりで鯛飯と大敷汁　～牟婁地区漁協女性部連絡協議会が販売～
朝早くから牟婁地区漁協女性部連絡協議会の方々が炊き出しを行い、200ｇ弱の小さな鯛飯パックが約200食分、タイの大敷汁が大鍋２杯分用意されました。当日は昼まで天候も良く、お昼を回る頃までハイペースの売れ行きでしたが、昼過ぎから雨が降り始め、何度か土砂降り状態で、客足も遠のき、苦戦しました。最終的には、鯛飯はわずかに残る程度で終えることが出来ました。
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鍋と炊飯器
　大きな炊飯器で鯛飯を炊き、鍋でみそ汁を作りました。
　炊飯器の上には工事用の電灯。女性部の方は暗いうちから準備されていたのがわかります。
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鯛飯はこんな感じ
　流れ作業で次々にパックされました。
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さあ、販売開始！
　こんな感じで売りました。大敷汁は少し奥まったところにあったのが、出足が伸びなかった原因かもしれません。
　途中、雨に降られましたが、鯛飯は、ほぼ予定どおりの数量を売る事が出来ました。大敷汁が振るわなかったのは、午前中は気温、湿気が高く、冷たいものに人気があったこと、午後は気温が下がりましたが、降雨で人出自体が少なくなったことが原因かな、と思います。皆さん、準備から、販売、後かたづけまでお疲れ様でした。
